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研究成果の概要：エナメル質初期むし歯を保有し、本研究参加に同意を得られた 8名において、

ホームケアによる再石灰化療法を試みた。来院時毎に、口腔内写真、むし歯表層 pH 測定、唾液

緩検査を行い、むし歯リスクが再石灰化に及ぼす影響について検討を加えた。その結果、全症

例において、観察 1ヶ月後よりむし歯表層 pH 値の上昇を認めた。一方、カリエスリスクと再石

灰化との関連性は認められず、再石灰化療法中の唾液中むし歯にも顕著な変化を認めなかった。 
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１．研究開始当初の背景 
初期う蝕の再石灰化療法の多くはリスク判

定を行わず施術されているため、臨床におけ

るう蝕発生の個人差に対応出来ていない。さ

らに、再石灰化療法後の効果判定には、口腔

内での直接評価が最も有効であるものの、未

だ再石灰化に関する客観的評価方法が確立

していない。また、近年成人層を中心として

二次う蝕症例が増加傾向にあり、二次う蝕を

誘発するう蝕原因菌叢の定量的特定および

検討が待たれている。 

 

 

２．研究の目的 

小型 pH ｾﾝｻｰの口腔内 pH 測定手法を確立し、

カリエスリスク判定を考慮した初期う蝕再

石灰化療法の客観的評価法に応用する。すな

わち、ハンディー型 pH メーター用いた定量

的唾液酸緩衝能評価にてう蝕リスク判定を

行った後、各リスク患者における初期う蝕に

対し、再石灰化促進剤塗布を施し、その再石

灰化効用について、上記小型 pH センサーを

用い客観的評価を加える。また、当分野に現

有する Real-time PCR を用い、再石灰化前後

における、唾液中う蝕原因菌叢変化について

定量的比較検討を加える。 
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３．研究の方法 
 
（１）小型pHメーター用いた口腔内再石灰化

療法の客観的評価法  

試作ISFET小型pHメーターを用いて、定量的口

腔内再石灰化療法の客観的評価法の確立に取

り組む。東京医科歯科大学歯学部附属病院む

し歯外来に来院した患者で、本研究趣旨に同

意が得られた被験者の初期う蝕表層pHを上記

小型pHセンサーを用いて測定する。その後、

被験者に再石灰化促進剤をホームケア用品と

して使用してもらい、使用後の初期う蝕表層

pHについて同様の客観的評価を行う。また、

最終年度の本年は、研究の総括を行う。 

 

（２）唾液検査によるカリエスリスク分類  

唾液酸緩衝測定器“チェックバフ”を用い、

東京医科歯科大学歯学部附属病院にて、被験

者の唾液酸緩衝能、唾液分泌量を測定し、被

験者一人々のカリエスリスク評価を行う。 

 

（３）唾液サンプルを用いたう蝕原因菌叢変

化に関する定量的PCR分析 

上記唾液検査にて採取した、被験者一人々の

刺激唾液を用い、唾液中う蝕原因菌叢変化に

ついて、定量的 PCR 分析を行う。 

 
４．研究成果 
東京医科歯科大学歯学部附属病院むし歯外
来に来院した患者で、エナメル質 white spot
を保有し、本研究の研究参加に同意を得られ
た8名の口腔内にて、再石灰化促進剤CPP-ACP
配合 MI ペーストによる再石灰化療法を試み
た。即ち、対象歯を含む全顎印象を採特して
MI ペースト用の個人トレーを作製し、同トレ
ー内にペーストを注入して、日々30 分間装着
するホームケアを行う様に指示した。観察期
間は最低 9カ月最大 24 ヵ月間とし来院時毎
に、口腔内写真とエナメル質 white spot 表
層の pH 測定を行った。また、同被験者から
刺激唾液を採取して唾液緩衝能評価を行い、
患者個々のカリエスリスクが再石灰化に及
ぼす影響について検討を加えた。さらに、
Real-time PCR を用いて、刺激唾液中のう蝕
原因菌叢（S.mutans、S.sobrinus、Oral 
Streptococci）を遺伝子学的に分析した。そ
の結果、全 8症例において、観察期間の長い
症例において white spot 部の顕著な色調回
復を認めた。また、全症例において観察 1ヶ
月後より white spot 表層部における pH 値の
上昇を認めた（図 1）。 

これにより、同微小 pH センサーを用いた
white spot 表層 pH 測定が、口腔内における
微細な再石灰化現象を評価する上で有効で
あることが確認されたとともに、この pH 変

化が患者のモチベーション維持にも有効で
あることが示唆された。 
一方、カリエスリスクと再石灰化との関連

性は認められず、再石灰化療法中の唾液中う
蝕原因菌叢変化にも顕著な変化を認めなか
った。この要因として、①トレー法を採用す
ることにより CPP-ACPの効果が歯面のみに作
用したこと、②口腔内で常に流動的に存在す
る唾液中は CPP-ACPのリザーバーとして作用
せずこのため唾液中細菌叢には影響がなか
ったことが考えられた。 
 今後は、同pHセンサーの特異性とCPP-ACP
の臨床的効果を考慮し、white spot 部のみな
らずプラークサンプルの臨床的評価も加え
る必要がある。 
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